
     

余余
寒寒
のの
候候  

今
年
も
年
が
明
け
早
く
も
一
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。 

ま
だ
ま
た
寒
い
日
が
続
き
、
三
日
は
立
春
と
い
え
ど
も

春
の
訪
れ
は
も
う
少
し
先
に
感
じ
ら
れ
る
今
日
こ
の
頃

で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
落
ち

着
き
は
ま
だ
の
よ
う
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生

活
は
健
康
な
生
活
を
行
う
上
で
と
て
も
大
切
な
こ
と
で

す
の
で
意
識
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

栄
養
科
で
は
二
日
の
昼
食
に
行
事
食
を
行
い
ま
す
。

ご
期
待
下
さ
い
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バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
は
世
界
中
で
異
な
る
習
慣
や
伝
統
を
持
つ
魅

力
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
い
く
つ
か
の
国
々
で
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

の
習
慣
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

ア
メ
リ
カ
：
恋
人
や
親
し
い
友
人
に
感
謝
を
伝
え
る
日
と
し
て
広
く

祝
わ
れ
て
い
ま
す
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
花
束
、
カ
ー
ド
な
ど
を
贈
る
の

が
一
般
的
で
す
。 

 

韓
国
：
日
本
と
同
様
に
女
性
が
男
性
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
贈
り
、
ホ

ワ
イ
ト
デ
ー
に
は
男
性
が
女
性
に
お
返
し
を
し
ま
す
。
ま
た
、
4
月

14
日
に
は
「
ブ
ラ
ッ
ク
デ
ー
」
と
し
て
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
貰
え
な

か
っ
た
人
が
黒
い
服
を
着
て
黒
い
ジ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
麵
を
食
べ
る
習
慣

も
あ
り
ま
す
。 

 

イ
タ
リ
ア
：
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
は
恋
人
同
士
が
特
別
な
時
間
を
過

ご
す
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
男
性
か
ら
女
性
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
る
の

が
一
般
的
で
、
特
に
赤
い
バ
ラ
が
人
気
の
贈
り
物
で
す
。 

 

フ
ラ
ン
ス
：
フ
ラ
ン
ス
で
は
「
愛
の
国
」
と
し
て
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ

ー
が
特
に
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に
祝
わ
れ
ま
す
。
カ
ー
ド
や
花
束
、
特
別
な

デ
ィ
ナ
ー
で
愛
を
祝
い
ま
す
。 

 

台
湾
：
台
湾
で
は
旧
暦
の
7
月
7
日
も
バ
レ
ン
タ
イ
ン
で
、
年
に

2
回
も
愛
の
日
が
あ
り
ま
す
。
男
性
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
は
バ
ラ

の
花
束
が
多
い
そ
う
で
す
。 

こ
れ
ら
の
習
慣
は
地
域
や
文
化
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
国
で
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
が
特
別
な
日
と
し
て
愛
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
人
気
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
は
い
く
つ
か
の
健
康

効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
は
抗
酸
化
物
質

が
含
ま
れ
て
お
り
、
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
は
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
と
い
う
物
質
が
含
ま
れ
、

精
神
の
安
定
に
関
わ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
原
料
と
な
り
気
分
を
向
上

さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
高
カ
カ
オ
コ
コ
ア
含
有
の
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
は
、
認
知
機
能
を
向
上
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。 

た
だ
し
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
は
高
い
カ
ロ
リ
ー
と
糖
分

が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
過
剰
に
摂
取
す
る
と
健
康
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
心
が
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。 

                 

栄
養
科
だ
よ
り 
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節分行事食 

 

大豆ごはん 

いなり煮(蒸野菜) 

お浸し(刻みのり) 

すまし汁 

豆乳きなこプリン 

鶏肉の福豆衣揚げ 

材料（２人分） 

鶏肉 1 枚（250 グラム） バッター液 

大豆（煎り）100 グラム    溶き卵 1 個分 

塩こしょう 少々        薄力粉 大さじ２ 

サラダ油  適量       水  大さじ１ 

① 鶏肉は食べやすい大きさに切る（削ぎ切り）塩こしょうをふる。 

② ポリ袋に大豆をいれてめん棒などで細かく砕く。 

③ バットなどにバッター液を作る。 

④ フライパンにサラダ油を底から１㎝程度まで入れて 170℃ 

まで熱する。 

⑤ 肉をバッター液にくぐらせ、大豆をまぶして油で揚げる。 

⑥ 上下に返しながら鶏肉に火が通るまで揚げ焼きにする。 

⑦火が通ったら完成。 

 

2
月
14
日
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー 

 

 


